
 

 

 

十一条 鶴見様  太田様  藤原様  岡崎様 
西本様  正来様  田丸様  塚田様 
寺澤（美）様  町田様  新谷様  北市様 
堀山様  宮本（仁）様  田村様  安井様 
室川様  小山（麻）様  関戸様  三森様 
上出様  舟津様 
 

 

 み 言 
 

「真の愛の勝利者になろう」 
 
 

22 お父様は一人です。夜の灯台のようなこと
をしています。夜、船に乗っていく人には灯台
が貴重ですが、昼は、誰も灯台を重要視しま
せん。灯台守を好む人はいません。その灯台
守の役割をするのです。昼には分かりませ
ん。ですから、どのようにして灯台を昼間の太
陽に変えるかというのです。それが蕩減復帰
です。人間を中心として光を放ち、永遠に、神
様の本然の太陽のように変えてしまおうという
のです。灯台を太陽に変えなければならない
のですから、それがどれほど難しいでしょうか。
そのようなことを考えてきたのです。 
監獄に入っていても、「第二の監獄はどこ

だ。第三の監獄はどこだ」と考えながら歩んで
きました。第六の監獄に行きながら、第七の
監獄まで考えた人です。ソ連と中国の監獄に
向かっていくべき道が残りました。それを準備
していましたが、神様が守ってくださいました。
その代わりに、死ぬ前に監獄以上の国を訪ね
ていくのです。ですから、ソ連に行きました。ソ
連に行く時も、周囲から「どうか行かないでほ
しい」と反対を受けました。夜の監獄を解消す
るために、昼の監獄 を訪ねていくのです。私
が監獄に行き、私によって助けになったなら
ば、昼になるのです。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

25 世界各国が方向を失ったとき、お父様が
中心になって、昼夜なく行くべき方向を開拓し
てきました。お父様が蕩減の道を経て来るとき
には、自分という意識がありませんでした。イエ
ス様も十字架に釘打たれたとき、自分という
意識がありませんでした。イエス様はローマ兵
士らについて、「父よ、彼らをおゆるしください。
彼らは何をしているのか、わからずにいるので
す」(ルカ 23/３４)と祈ったのです。そのように
して、未来にローマを占領できる条件を立てた
のです。お父様も同じです。 
日本の監獄、北朝鮮の監獄、韓国の監

獄、アメリカの監獄まですべて通過してきまし
たが、そのたびに忘れなかったのは、愛の綱を
切ってはいけないということでした。獄中にまで
も、愛の綱を引き入れたのです。電線はどこを
通ろうともそれを連結すれば、発電所の電気
が切れない限り、電気がつくようになっていま
す。神様の愛の電気も、電線さえ連結されて
いれば、どこでも電気がつくようになっていると
いうのです。皆さんもそこに連結されれば、そ
の電気によって復活すると同時に、新しい生
命を得ることができます。 
このように、はっきりとした希望の道があると

いうのです。それが私たちの幸福です。そうし
て、十字架の道を笑って越えていく立派な人
間になるとき、サタンは後ろを振り返ることもな
く、逃げ出していくというのです。このような人に
なるとき、復帰完成という結論が出てくるので
す。 
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